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項　　　目 水使用の削減

区　　　分

【実施手順】

〇２ヶ月毎に水の使用量を把握しながら、目標使用量を比較して、著しく使用量が大きくなっていないか確認する

〇湧水と市水を使用しているので、それぞれの使用量を把握する。

〇各系統毎の水使用量を把握する。

施設ｱﾒﾆﾃｨｰ
委員会委員長

〇送水エネルギーが増大となる。

【管理のポイント】

〇学生、院生、教職員などに、水使用量の削減に努めるよう、常に意識させる。

【本手順を守らない事による環境への影響】

〇下水道負荷が増大となる。

【この手順の監視・測定】

〇２ヶ月毎に水の使用量を把握し、「環境目標計画書兼進捗管理表」に記入する。

〇目標使用量と比較し、著しく使用量が大きくなっている場合、原因を検索し、対策を検討する。

〇監視・測定の記録は保存する。

【適合しなかった場合の対応】

〇達成率９０％未満により不適合だった場合は、速やかに改善策を実施し、その状況を簡潔に「環境目標計画書

兼進捗管理表」の改善対策内容欄に記入する。
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